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event mat
MACアドレスがMACアドレステーブルで学習されたときにイベントをパブリッシュするには、
アプレットコンフィギュレーションモードで event matコマンドを使用します。イベントのパブ
リッシュをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

event [tag event-tag] mat {interface {type number| regexp interface-name} [mac-address mac-address]|
mac-addressmac-address [interface {type number| regexp interface-name}]} [maxrunmaxruntime-number]
[hold-down seconds] [type {add| delete}]

no event mat

___________________
構文の説明

（任意）triggerコマンドで使用できる event-tag
引数を使用してタグを指定し、アプレットの複

数のイベント文をサポートします。

tag

（任意）タグを識別するストリング。event-tag

インターフェイスを指定します。interface

インターフェイスのタイプと番号。type number

インターフェイス名と照合する正規表現パター

ンを指定します。

regexp interface-name

MACアドレスを指定します。mac-address

MACアドレス。mac-address

（任意）アプレットの最大実行時間を指定しま

す。maxrunキーワードが指定されている場合、
maxruntime-number値を指定する必要がありま
す。 maxrunキーワードが指定されていない場
合、デフォルトのアプレットランタイムは 20
秒です。

maxrun

（任意）ssssssss[.mmm]形式で指定される秒数。
ssssssssは、0～31536000の秒数を表す整数で、
mmmは 0～ 999のミリ秒数を表す整数である
必要があります。

maxruntime-number

（任意）イベント処理を遅延する時間を指定し

ます。

hold-down
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（任意）秒数およびオプションのミリ秒数を

ssssssssss [.mmm]形式で表した数字。秒数の範
囲は 1～ 4294967295です。ミリ秒の範囲は 0
～ 999です。ミリ秒だけを使用する場合は、
0.mmmの形式でミリ秒を指定します。

seconds

（任意）MACアドレステーブルのイベントを
モニタします。次のオプションのいずれかのオ

プションを指定する必要があります。

• add：MACアドレステーブルの追加イベ
ントだけをモニタします。

• delete：MACアドレステーブルの削除イ
ベントだけをモニタします。

type

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、イベントはパブリッシュされません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(52)SE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(54)SGに統合されまし
た。

12.2(54)SG

___________________
使用上のガイドライン インターフェイスまたはMACアドレスを指定する必要があります。そのいずれかが指定されて

いる場合、残り 1つは任意です。すべてのキーワードは任意の組み合わせで使用できます。

___________________
例 次に、MACアドレスがMACアドレステーブルで学習されたときにイベントをパブリッシュする

例を示します。

Router(config)# event manager applet mat
Router(config-applet)# event mat interface fastethernet0 hold-down 34 type delete
Router(config-applet)#
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

Embedded EventManagerにイベントアプレット
を登録し、アプレットコンフィギュレーション

モードを開始します。

event manager applet
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event neighbor-discovery
Cisco Discovery Protocol（CDP）またはリンク層検出プロトコル（LLDP）のキャッシュエントリ
が変更されるか、Embedded Event Manager（EEM）アプレットでインターフェイスリンクステー
タスが変更されたときにイベントをパブリッシュするには、アプレットコンフィギュレーション

モードで event neighbor-discoveryコマンドを使用します。イベントをパブリッシュするアクショ
ンをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

event [tag event-tag] neighbor-discovery interface {type number| regexp interface-name} [maxrun
maxruntime-number] event-to-monitor

no event neighbor-discovery

___________________
構文の説明

（任意）triggerコマンドで使用できる event-tag
引数を使用してタグを指定し、アプレットの複

数のイベント文をサポートします。

tag

（任意）タグを識別するストリング。event-tag

インターフェイスを指定します。interface

インターフェイスのタイプと番号。type number

インターフェイス名と照合する正規表現パター

ンを指定します。

regexp interface-name

（任意）アプレットの最大実行時間を指定しま

す。maxrunキーワードが指定されている場合、
maxruntime-number値を指定する必要がありま
す。 maxrunキーワードが指定されていない場
合、デフォルトのアプレットランタイムは 20
秒です。

maxrun

（任意）ssssssss[.mmm]形式で指定される秒数。
ssssssssは、0～31536000の秒数を表す整数で、
mmmは 0～ 999のミリ秒数を表す整数である
必要があります。

maxruntime-number
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event-to-monitor
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インターフェイス上でモニタするイベントを指

定します。次のいずれかの値を指定できます。

複数の値を指定できます。

• cdp：CDPのマッチングイベント発生時に
イベントをトリガーします。次のオプショ

ンのいずれかのオプションを指定する必要

があります。

• add：新しい CDPキャッシュエント
リが CDPテーブルに作成された場合
にイベントをトリガーします。

• all：CDPキャッシュエントリがCDP
キャッシュテーブルに追加された場

合、または削除された場合、および

CDPキャッシュエントリをアップ
デートするためにリモート CDPデバ
イスがキープアライブを送信した場

合にイベントをトリガーします。

• delete：CDPキャッシュエントリが
CDPテーブルから削除された場合だ
けイベントをトリガーします。

• update：CDPキャッシュエントリが
CDPキャッシュテーブルに追加され
た場合、またはCDPキャッシュエン
トリをアップデートするためにリモー

トCDPデバイスがCDPキープアライ
ブを送信した場合にイベントをトリ

ガーします。

• lldp：LLDPのマッチングイベント発生時
にイベントをトリガーします。次のオプ

ションのいずれかのオプションを指定する

必要があります。

• add：新しい CDPキャッシュエント
リが CDPテーブルに作成された場合
にイベントをトリガーします。

• all：CDPキャッシュエントリがCDP
キャッシュテーブルに追加された場

合、または削除された場合、および

CDPキャッシュエントリをアップ
デートするためにリモート CDPデバ
イスがキープアライブを送信した場
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合にイベントをトリガーします。

• delete：CDPキャッシュエントリが
CDPテーブルから削除された場合だ
けイベントをトリガーします。

• update：CDPキャッシュエントリが
CDPキャッシュテーブルに追加され
た場合、またはCDPキャッシュエン
トリをアップデートするためにリモー

トCDPデバイスがCDPキープアライ
ブを送信した場合にイベントをトリ

ガーします。

• line-event：インターフェイス回線プロト
コルのステータスが変わった場合にイベン

トをトリガーします。

• link-event：インターフェイスリンクのス
テータスが変わった場合にイベントをトリ

ガーします。次のオプションのいずれか

のオプションを指定する必要があります。

• admindown：リンクの admin-downイ
ベントをモニタします。

• all：すべてのリンクイベントをモニ
タします。

• deleted：リンク削除イベントをモニ
タします。

• down：リンクダウンイベントをモニ
タします。

• goingdown：リンクの going-downイ
ベントをモニタします。

• init：リンクの初期化イベントをモニ
タします。

• reset：リンクのリセットイベントを
モニタします。

• testing：リンクのテストイベントを
モニタします。

• up：リンクのアップイベントをモニ
タします。
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___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、イベントはパブリッシュされません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(52)SE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(54)SGに統合されまし
た。

12.2(54)SG

___________________
使用上のガイドライン イベントの指定が受け入れられるようにするには、インターフェイスと、cdp、lldp、link-event、

line-eventから 1つ以上を指定する必要があります。 interfaceおよび maxrunキーワードと、
event-trigger-criteria引数は任意の順序で使用できます。

___________________
例 次に、CDPキャッシュエントリが変更されたときにイベントをパブリッシュする例を示します。

Router(config)# event manager applet discovery
Router(config-applet)# event neighbhor-discovery interface fastethernet0 cdp all
Router(config-applet)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

Embedded EventManagerにイベントアプレット
を登録し、アプレットコンフィギュレーション

モードを開始します。

event manager applet

Embedded Event Manager コマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）

9

event mat から R までのコマンド
event neighbor-discovery



event nf
Embedded Event Manager（EEM）のアプレットに対して NetFlow操作がトリガーされたときにイ
ベントをパブリッシュするには、アプレットコンフィギュレーションモードで event nfコマンド
を使用します。 NetFlow操作がトリガーされたときにイベントをパブリッシュするアクションを
ディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

event [tag event-tag] nf monitor-name name event-type {create| delete| update} [exit-event-type] {create|
delete| update} subevent field field-type entry-value value-string [exit-value value-string] entry-op
operator-value [exit-op operator-value] [rate-interval seconds] [exit-rate-interval seconds] [maxrun
maxruntime-number]

no event [tag event-tag] nf

___________________
構文の説明

（任意）triggerコマンドで使用できる event-tag
引数を使用してタグを指定し、アプレットの複

数のイベント文をサポートします。

tag

（任意）タグを識別するストリング。event-tag

NetFlowモニタの名前を指定します。monitor-name name

モニタするイベントのタイプを指定します

（キャッシュまたはフィールド）。

event-type

NetFlowイベントを作成します。create

NetFlowイベントを削除します。delete

NetFlowイベントを更新します。update

監視のためにイベントが再準備されるイベント

タイプ（create、delete、update）。
exit-event-type

監視するイベントとその属性を指定します。有

効な値は、event1、event2、event3、event4で
す。

サブイベントキーワードは、単独で

も、一緒でも、それぞれの任意の組

み合わせでも使用できますが、各キー

ワードは 1回のみ使用できます。

（注）

subevent
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監視されるキャッシュまたはフィールド属性を

指定します。次の属性の1つを指定できます。

• counter {bytes | packets}：counterフィール
ドを指定します。

• datalink {dot1q | mac}：datalink (layer2)
フィールドを指定します。

• flow {direction | sampler}：flow識別フィー
ルドを指定します。

• interface {input | output}：interfaceフィー
ルドを指定します。

• ipv4 field-type：IPv4フィールドを指定し
ます。

• ipv6 field-type：IPv6フィールド

• routing routing-attrribute ：ルーティング
属性を指定します。

• timestamp sysuptime {first | last}：timestamp
フィールドを指定します。

• transport field-type：Transport layerフィー
ルドを指定します。

詳細については、疑問符（?）オンラインヘル
プ機能を使用します。

field field-type

比較する開始値を指定します。entry-value value-string

（任意）イベントが再度モニタされるように設

定される値。

exit-value string

レートインターバル値を秒単位で指定します。

有効範囲は 1～ 4294967295です。
rate-interval sec

（任意）キャッシュレートとキャッシュエン

トリのインターバル値を指定します。有効値は

0～ 4294967295です。

exit-rate-interval sec

収集された使用率サンプルと指定した値との比

較で使用する演算子を指定します。有効な値は

次のとおりです。

entry-op
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比較演算子。次の値が有効です。

• eq：等しい

• ge：以上

• gt：より大きい

• le：以下

• lt：より小さい

• wc：ワイルドカード

operator-value

（任意）現在のイベント属性値と終了値を比較

するために使用する演算子。

exit-op

（任意）アプレットの最大実行時間を指定しま

す。 maxrunキーワードが指定されている場
合、maxruntime-number値を指定する必要があ
ります。maxrunキーワードが指定されていな
い場合、デフォルトのアプレットランタイムは

20秒です。

maxrun

（任意）ssssssss[.mmm]形式で指定される秒数。
ssssssssは、0～31536000の秒数を表す整数で、
mmmは 0～ 999のミリ秒数を表す整数である
必要があります。

maxruntime-number

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、イベントは NetFlow動作がトリガーされたときにパブリッシュされません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE
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___________________
使用上のガイドライン eventnfコマンドを使用して、NetFlowイベントをモニタします。複数のイベントを一緒に指定し

て、複数のイベントに対し追加のフィルタリングを行うことができます。

___________________
例 次に、NetFlowイベントをモニタするようにアプレットを設定する例を示します。

Router(config)# event manager applet EventNF
Router(config-applet)# event nf event-type create monitor-name mon1 event1 entry-op eq
entry-val val1 field counter bytes long rate-interval 12
Router(config-applet)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMにイベントアプレットを登録し、アプレッ
トコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

event manager applet
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event none
Embedded Event Manager（EEM）ポリシーを EEMに登録し、手動で実行できるように指定するに
は、アプレットコンフィギュレーションモードで event noneコマンドを使用します。コンフィ
ギュレーションファイルから event noneコマンドを削除するには、このコマンドの no形式を使
用します。

event [tag event-tag] none [sync {yes| no}] [default] [maxrun maxruntime-number]

no event none

___________________
構文の説明

（任意）triggerコマンドで使用できる event-tag
引数を使用してタグを指定し、アプレットの複

数のイベント文をサポートします。

tag

（任意）タグを識別するストリング。event-tag

CLIコマンドを実行する前にポリシーを同期的
に実行するかどうかを示します。

• yesキーワードが指定されている場合、ポ
リシーは、CLIコマンドと同期的に実行さ
れます。

• noキーワードが指定されている場合、ポ
リシーはCLIコマンドと非同期的に実行さ
れます。

synch

（任意）CLIイベントディテクタがポリシーの
終了を待つ時間（ssssssssss[.mmm]形式で指定
します。ssssssssssは、0～ 4294967295の秒数
を表す整数で、mmmは 0～ 999のミリ秒数を
表す整数である必要があります）。ポリシーが

終了する前にデフォルトの時間の期限が切れる

と、デフォルトアクションが実行されます。

デフォルトアクションによって、コマンドが実

行されます。この引数が指定されない場合、デ

フォルトの時間は 30秒に設定されます。

default
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（任意）アプレットの最大実行時間を指定しま

す。 maxrunキーワードが指定されている場
合、maxruntime-number値を指定する必要があ
ります。maxrunキーワードが指定されていな
い場合、デフォルトのアプレットランタイムは

20秒です。

maxrun

（任意）ssssssss[.mmm]形式で指定される秒数。
ssssssssは、0～31536000の秒数を表す整数で、
mmmは 0～ 999のミリ秒数を表す整数である
必要があります。

maxruntime-number

___________________
コマンドデフォルト EEMイベントは、Cisco IOSシステムモニタカウンタに基づいてトリガーされません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）。

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.3(14)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(28)SBに統合されました。12.2(28)SB

このコマンドがCisco IOSRelease 12.2(18)SXF4に統合され、ソフトウェ
アモジュラリティイメージだけをサポートするようになりました。

12.2(18)SXF4

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(18)SXF5に統合されました。12.2(18)SXF5

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィー
チャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェ

アによって異なります。

12.2SX

tagおよび maxrunキーワードが、アプレット内の複数のイベント文を
サポートするために追加されました。

12.4(20)T
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___________________
使用上のガイドライン EEMは、通常、ポリシーそのものに含まれるイベント仕様に基づいてポリシーをスケジューリン

グし、実行します。 event noneコマンドを使用することで、EEMポリシーが手動で実行できるも
のか、または EEMアプレットがトリガーされたときに実行されるものかを EEMが識別できるよ
うになります。ポリシーを実行するには、アプレットコンフィギュレーションモードで action
policyコマンドを使用するか、またはグローバルコンフィギュレーションモードで eventmanager
runコマンドを使用します。

___________________
例 次に、手動で実行するmanual-policyという名前のポリシーを登録し、ポリシーを実行する例を示

します。

Router(config)# event manager applet manual-policy
Router(config-applet)# event none
Router(config-applet)# exit
Router(config)# event manager run manual-policy

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMポリシーを EEMに登録します。action policy

EEMに EEMアプレットを登録し、アプレット
コンフィギュレーションモードを開始します。

event manager applet

登録されたEEMポリシーを手動で実行します。event manager run

登録されている EEMポリシーを表示します。show event manager policy registered
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event routing
ルートエントリがルーティング情報ベース（RIB）インフラストラクチャで変更されたときにイ
ベントをパブリッシュするには、アプレットコンフィギュレーションモードで event routingコマ
ンドを使用します。ルートエントリがRIBで変更されたときのイベントのパブリッシュを停止す
るには、このコマンドの no形式を使用します。

event[tag event-tag]routing network ip-address/length[ge ge-length][le le-length][protocol
protocol-value][type{add| all| modify| remove}][maxrun maxruntime-number]

no event [tag event-tag] routing

___________________
構文の説明

（任意）triggerコマンドで使用できる event-tag
引数を使用してタグを指定し、アプレットの複

数のイベント文をサポートします。

tag

（任意）タグを識別するストリング。event-tag

ルートをモニタするネットワーク IPアドレス
と長さを指定します。

network

モニタするネットワークの IPアドレスと長さ。
たとえば、192.0.2.4/8です。

ip-address / length

（任意）照会されるプレフィックスの最小の長

さを指定します。

ge ge-length

（任意）照会されるプレフィックスの最大の長

さを指定します。

le le-length

（任意）プレフィックスの長さを照会しない指

定をします。

ne ne-length

（任意）監視されているネットワークのプロト

コルの値を指定します。

protocol

ネットワークプロトコル値。 all、bgp、
connected、eigrp、isis、iso-igrp、mobile、odr、
ospf、rip、および staticのプロトコルの 1つを
使用できます。デフォルトは、allです。

protocol-value

（任意）必要なポリシーのトリガーを指定しま

す。デフォルトは、allです。
type
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エントリがルーティングテーブルに追加される

ことを指定します。

add

ルーティングテーブルエントリが追加、削除

または変更されることを指定します。

all

ルーティングテーブルのエントリが変更される

ことを指定します。

modify

エントリがルーティングテーブルから削除され

ることを指定します

remove

（任意）アプレットの最大実行時間を指定しま

す。 maxrunキーワードが指定されている場
合、maxruntime-number値を指定する必要があ
ります。maxrunキーワードが指定されていな
い場合、デフォルトのアプレットランタイムは

20秒です。

maxrun

（任意）ssssssss[.mmm]形式で指定される秒数。
ssssssssは、0～31536000の秒数を表す整数で、
mmmは 0～ 999のミリ秒数を表す整数である
必要があります。

maxruntime-number

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、ルートエントリがRIBインフラストラクチャで変更されたときにイベントはパ

ブリッシュされません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SREに統合されま
した。

12.2(33)SRE
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___________________
使用上のガイドライン RIBインフラストラクチャでルートエントリの変更が検出されるとEEMイベントがパブリッシュ

されます。監視されるルートのネットワーク IPアドレスを指定する必要があります。照合され
るネットワークプレフィックス、プロトコル値、およびタイプはオプションのパラメータです。

既存のスタティックルートの変更は、Cisco IOSリリースに応じて、removeイベントとそれに
続く古い API（v1.0）の addイベントか、または新しい API（v2.0）の modifyイベントという
結果になります。

（注）

___________________
例 次に、多数のパラメータがモニタされている場合に、特定のルートエントリがどのように変わる

かの例を示します。

Router(config
)# event manager applet EventRouting
Router(config-applet)# event routing 192.0.2.4/8 protocol static type add ge 5 maxrun 56
Router(config-applet)#

次に、古いルーティング API（v1.0）を使用する Cisco IOSバージョンの出力例を示します。

Router# show event manager detector routing
No. Name Version Node Type
1 routing 01.00 node0/0 RP

次に、新しいルーティング API（v2.0）を使用する Cisco IOSバージョンの出力例を示します。

Router# show event manager detector routing
No. Name Version Node Type
1 routing 02.00 node0/0 RP

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMにイベントアプレットを登録し、アプレッ
トコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

event manager applet
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event snmp
簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）オブジェクト識別子の値をサンプリングすることに
よって起動される Embedded Event Manager（EEM）アプレットのイベント条件を指定するには、
アプレットコンフィギュレーションモードで event snmpコマンドを使用します。 SNMPイベン
ト条件を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

event [tag event-tag] snmp oid oid-value get-type {exact| next} entry-op operator entry-val entry-value
entry-type {value| increment| rate} [exit-comb {or| and}] [exit-op operator] [exit-val exit-value] [exit-type
{value| increment| rate}] [exit-time exit-time-value] [exit-event {true| false}] [average-factor
average-factor-value] poll-interval poll-int-value [maxrun maxruntime-number]

no event [tag event-tag] snmp oid oid-value get-type {exact| next} entry-op operator entry-val entry-value
entry-type {value| increment| rate} [exit-comb {or| and}] [exit-op operator] [exit-val exit-value] [exit-type
{value| increment| rate}] [exit-time exit-time-value] [exit-event {true| false}] [average-factor
average-factor-value] poll-interval poll-int-value [maxrun maxruntime-number]

___________________
構文の説明

（任意）triggerコマンドで使用できる event-tag
引数を使用してタグを指定し、アプレットの複

数のイベント文をサポートします。

tag

（任意）タグを識別するストリング。event-tag

oid-value引数にSNMPオブジェクト識別子（オ
ブジェクト ID）をイベント条件として指定しま
す。

oid

SNMPドット付き表記でのデータエレメントの
オブジェクト ID値。 OIDは、関連するMIB
（CISCO-EMBEDDED-EVENT-MGR-MIB）内に
タイプとして定義され、各タイプはオブジェク

ト値を保持します。一部の OID型のモニタリ
ングが可能です。oidキーワードを使用すると、
OIDが次のいずれでもない場合にエラーメッ
セージが返されます。

• INTEGER_TYPE

• COUNTER_TYPE

• GAUGE_TYPE

• TIME_TICKS_TYPE

• COUNTER_64_TYPE

• OCTET_PRIM_TYPE

• OPAQUE_PRIM_TYPE

oid-value
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oid-value引数で指定したオブジェクト IDに適
用する SNMP get操作のタイプを指定します。

get-type

oid-value引数で指定したオブジェクト IDを検
索します。

exact

oid-value引数で指定したオブジェクト IDの英
数字順で取得します。

next

指定した演算子を使用して、現在のオブジェク

ト IDの内容と開始値を比較します。マッチが
見つかると、イベントがトリガーされ、終了条

件が満たされるまでイベントモニタリングが

ディセーブルになります。

entry-op

2文字のストリング。 operator引数には、次の
いずれかの値を指定できます。

• gt：より大きい。

• ge：以上。

• eq：等しい。

• ne：等しくない。

• lt：より小さい。

• le：以下。

operator

SNMPイベントを発生させるかどうかを決定す
るために、現在のオブジェクト IDの内容と比
較する値を指定します。

entry-val

データ要素のエントリオブジェクト ID値。entry-value

entry-value引数によって指定されたオブジェク
ト IDに適用される操作のタイプを指定します。

entry-type

値は、entry-valueまたは exit-value引数の実際の
値として定義されます。

value
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増分では、entry-valueまたは exit-valueフィール
ドは増分差異として使用され、entry-valueまた
は exit-valueは、現在のカウンタの値と、イベ
ントが最後にトリガーされたとき（またはこれ

が新しいイベントの場合は最初にポーリングさ

れたサンプル）の値との間の差と比較されま

す。負の値によって、減少しているカウンタの

増分差異がチェックされます。

increment

レートは、ある期間の変更の平均レートとして

定義されます。期間は、average-factor-value
に、poll-int-valueを乗じたものです。ポーリン
グ間隔ごとに、現在のサンプルと前のサンプル

との間の差が取得され、絶対値として記録され

ます。前の average-factor-valueサンプルの平均
は、変更のレートとして取得されます。

rate

（任意）イベントモニタリングを再度イネーブ

ルにするために満たす必要のある終了条件の組

み合わせを示します。

exit-comb

（任意）終了比較演算子、終了オブジェクト ID
値、または終了時間値を指定する必要がありま

す。

or

（任意）終了比較演算子、終了オブジェクト ID
値、および終了時間値を指定する必要がありま

す。

and

（任意）指定された演算子を使用して、現在の

オブジェクト IDの内容と終了値を比較します。
マッチが見つかるとイベントが起動され、イベ

ントモニタリングが再イネーブルされます。

exit-op

（任意）終了条件が満たされているかどうかを

決定するために、現在のオブジェクト IDの内
容と比較する値を指定します。

exit-val

（任意）データ要素の終了オブジェクト ID値。exit-value

（任意）exit-value引数によって指定されたオブ
ジェクト IDに適用される操作のタイプを指定
します。指定されない場合、値が仮定されま

す。

exit-type
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（任意）この時間が経過した後に、イベントモ

ニタリングが再度イネーブルになる時間を指定

します。タイミングは、イベントがトリガーさ

れた後に開始します。

exit-time

（任意）秒数およびオプションのミリ秒数を

ssssss[.mmm]形式で表した数字。秒数の範囲は
0～ 4294967295です。ミリ秒の範囲は 0～ 999
です。ミリ秒だけを使用する場合、形式は

0.mmmです。

exit-time-value

（任意）最初のイベントがトリガーされた後

に、イベントモニタリングがイネーブルになっ

た場合、別の終了イベントがトリガーされるか

どうかを示します。

exit-event

（任意）別の終了イベントがトリガーされるこ

とを指定します。

true

（任意）別の終了イベントがトリガーされない

ことを指定します。これはデフォルトです。

false

（任意）レートベースの計算に使用される期間

の計算に使用される数値を指定します。

average-factor-valueに poll-int-valueを乗じて、
ミリ秒単位で期間を算出します。

average-factor

（任意）1～ 64の範囲の番号。最少平均係数
値は 1です。

average-factor-value

連続するポーリング操作間の時間間隔を指定し

ます。

poll-interval

秒数およびオプションのミリ秒数をssssss[.mmm]
形式で表した数字。秒数の範囲は 1～
4294967295です。ミリ秒の範囲は 0～ 999で
す。最小ポーリング間隔は 1秒です。

poll-int-value

（任意）アプレットの最大実行時間を指定しま

す。 maxrunキーワードが指定されている場
合、maxruntime-number値を指定する必要があ
ります。maxrunキーワードが指定されていな
い場合、デフォルトのアプレットランタイムは

20秒です。

maxrun
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（任意）SSSSSSSSSS[.MMM]形式で指定され
る秒数。SSSSSSSSSSは、0～ 4294967295の秒
数を表す整数で、MMMは 0～ 999のミリ秒数
を表す整数である必要があります。

maxruntime-number

___________________
コマンドデフォルト EEMイベントは SNMPオブジェクト ID値に基づいてトリガーされません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(26)S

このコマンドが Cisco IOS Release 12.3(4)Tに統合されました。12.3(4)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.3(2)XEに統合されました。12.3(2)XE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(25)Sに統合されました。12.2(25)S

SNMPレートベースのイベントをサポートするオプションのキーワー
ドが追加されました。

12.3(14)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(28)SBに統合されました。12.2(28)SB

このコマンドがCisco IOSRelease 12.2(18)SXF4に統合され、ソフトウェ
アモジュラリティイメージだけをサポートするようになりました。

12.2(18)SXF4

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(18)SXF5に統合されました。12.2(18)SXF5

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、
フィーチャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハー

ドウェアによって異なります。

12.2SX

tagおよび maxrunキーワードと、関連する引数が追加されました。12.4(20)T
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___________________
使用上のガイドライン EEMイベントは、SNMPオブジェクト IDによって指定されたフィールドのいずれか 1つが定義

されたしきい値を超えたときにトリガーされます。複数の条件が存在する場合、すべての条件が

満たされたときに、SNMPイベントがトリガーされます。

終了基準は任意です。終了基準を指定しない場合、イベントモニタリングがすぐに再イネーブル

化されます。終了基準が（値または期間に基づいて）指定されている場合、イベントモニタリン

グは条件が満たされるまで再イネーブル化されません。

entry-opキーワードが使用されている場合に一致が見つかると、イベントがトリガーされ、終了
条件が満たされるまでイベントモニタリングがディセーブルになります。

exit-opキーワードが使用されている場合に一致が見つかると、イベントがトリガーされ、イベン
トモニタリングが再イネーブル化されます。

entry-typeキーワードは、次のいずれかのアクションをトリガーします。

• valueキーワードが指定されている場合、entry-valueは実際の値で、絶対値が発生するたびに
SNMPイベントが発生します。

• incrementキーワードが指定されている場合、entry-valueは増分で、増分値に到達するたびに
SNMPイベントが発生します。

• rateキーワードが指定されている場合、entry-valueは変化率で、変化率の値に到達するたび
に SNMPイベントが発生します。

オプションの exit-typeキーワードが使用される場合、次が発生します。

• valueキーワードが指定されている場合、exit-valueは実際の値で、絶対値が発生するたびに
イベントモニタリングが再イネーブル化されます。これはデフォルトです。

• incrementキーワードが指定されている場合、exit-valueは増分で、増分値に到達するたびに
イベントモニタリングが再イネーブル化されます。

• rateキーワードが指定されている場合、exit-valueは変化率で、変化率の値に到達するたびに
イベントモニタリングが再イネーブル化されます。

incrementおよび rateタイプは、INTEGER_TYPE、COUNTER_TYPE、およびCOUNTER_64_TYPE
の OIDタイプに対してだけサポートされます。

___________________
例 次に、現在のプロセスメモリ量を表す、指定された SNMPオブジェクト IDの値との完全一致が

ある場合に、memory-failと呼ばれるEEMアプレットがどのように実行されるかの例を示します。
プロセスメモリが不足していること、および現在使用可能なメモリを示すメッセージが syslogに
送信されます。

Router(config)# event manager applet memory-fail
Router(config-applet)# event snmp oid 1.3.6.1.4.1.9.9.48.1.1.1.6.1 get-type exact entry-op
lt entry-val 5120000 poll-interval 10
Router(config-applet)# action 1.0 syslog msg "Memory exhausted; current available memory
is $_snmp_oid_val bytes"
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次に、IPSLAping1という名前の EEMアプレットが登録され、指定された SNMPオブジェクト ID
の値と完全一致する（正常な IP SLA ICMPエコー動作を表す）場合に実行される例を示します
（これは pingコマンドに相当します）。エコー操作が失敗した場合は 4つのアクションがトリ
ガーされ、イベントモニタリングは 2回目の失敗後までディセーブルにされます。

サーバへの ICMPエコー動作が失敗したことを示すメッセージが syslogに送信され、SNMPトラッ
プが生成され、EEMはアプリケーション固有のイベントをパブリッシュし、IPSLA1Fというカウ
ンタが値 1で増分されます。

Router(config)# event manager applet IPSLAping1
Router(config-applet)# event snmp oid 1.3.6.1.4.1.9.9.42.1.2.9.1.6.4 get-type exact
entry-op eq entry-val 1 exit-op eq exit-val 2 poll-interval 5
Router(config-applet)# action 1.0 syslog priority critical msg "Server IP echo failed:
OID=$_snmp_oid_val"
Router(config-applet)# action 1.1 snmp-trap strdata "EEM detected server reachability
failure to 10.1.88.9"
Router(config-applet)# action 1.2 publish-event sub-system 88000101 type 1 arg1 10.1.88.9
arg2 IPSLAEcho arg3 fail

___________________
関連コマンド

説明コマンド

Embedded EventManagerにイベントアプレット
を登録し、アプレットコンフィギュレーション

モードを開始します。

event manager applet
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event snmp-notification
簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知をサンプリングすることによって実行される
EmbeddedEventManager（EEM）アプレットのイベント条件を登録するには、アプレットコンフィ
ギュレーションモードで event snmp-notificationコマンドを使用します。 SNMP通知イベント条
件を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

event [tag event-tag] snmp-notification oid oid-string oid-val comparison-value op operator [maxrun
maxruntime-number] [src-ip-address ip-address] [dest-ip-address ip-address] [default seconds] [direction
{incoming| outgoing}] [msg-op {drop| send}]

no event [tag event-tag] snmp-notification

___________________
構文の説明

（任意）triggerコマンドで使用できる event-tag
引数を使用してタグを指定し、アプレットの複

数のイベント文をサポートします。

tag

（任意）タグを識別するストリング。event-tag

oid-val引数にSNMPオブジェクト識別子（オブ
ジェクト ID）値をイベント条件として指定しま
す。

oid

SNMPドット付き表記でのデータエレメントの
オブジェクト ID値。 OIDは、関連するMIB
（CISCO-EMBEDDED-EVENT-MGR-MIB）内に
タイプとして定義され、各タイプはオブジェク

ト値を保持します。一部の OID型のモニタリ
ングが可能です。oidキーワードを使用すると、
OIDが次のいずれでもない場合にエラーメッ
セージが返されます。

• COUNTER_TYPE

• COUNTER_64_TYPE

• GAUGE_TYPE

• INTEGER_TYPE

• OCTET_PRIM_TYPE

• OPAQUE_PRIM_TYPE

• TIME_TICKS_TYPE

oid-string

OIDの比較値を指定します。oid-val comparison-value
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指定した演算子を使用して、現在のオブジェク

ト IDの内容と SNMPプロトコルデータユニッ
ト（PDU）の開始値を比較します。マッチが見
つかると、イベントがトリガーされ、終了条件

が満たされるまでイベントモニタリングがディ

セーブルになります。

op

2文字のストリング。 operator引数には、次の
いずれかの値を指定できます。

• gt：より大きい。

• ge：以上。

• eq：等しい。

• ne：等しくない。

• lt：より小さい。

• le：以下。

operator

（任意）アプレットの最大実行時間を指定しま

す。maxrunキーワードが指定されていない場
合、デフォルトのアプレットランタイムは 20
秒です。

maxrun

（任意）ssssssss[.mmm]形式で指定される秒数。
ssssssssは、0～31536000の秒数を表す整数で、
mmmは 0～ 999のミリ秒数を表す整数である
必要があります。デフォルト値は 20秒です。

maxruntime-number

（任意）SNMP通知トラップが発信される送信
元 IPアドレスを指定します。デフォルトは all
です。すべての IPアドレスから SNMP通知ト
ラップを受信するよう、設定されます。

src-ip-address

（任意）送信元 IPアドレス。ip-address

（任意）SNMP通知トラップを送信する宛先 IP
アドレスを指定します。デフォルトはallです。
すべての宛先 IPアドレスから SNMPトラップ
を受信するよう、設定されます。

dest-ip-address

（任意）宛先 IPアドレス。dest-ip-address
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（任意）SNMP通知イベントディテクタがポリ
シーの終了を待つ時間を指定します。 time時間
は、ssssssssss[.mmm]形式で指定します。
ssssssssssは、0～ 4294967295の秒数を表す整
数で、mmmは 0～ 999のミリ秒数を表す整数
である必要があります。

default seconds

（任意）SNMPトラップの方向、または通知
PDUがフィルタリングする方向を決定します。
デフォルトは incomingです。

incoming：SNMPトラップの着信方向、または
通知 PDUがフィルタリングする方向を決定し
ます。

outgoing：SNMPトラップの発信方向、または
通知 PDUがフィルタリングする方向を決定し
ます。

direction

（任意）イベントがトリガーされたときに、

SNMPPDUで行われるアクション（ドロップま
たは送信）を示します。

drop：メッセージをドロップするように指定し
ます。

send：メッセージを送信するように指定しま
す。

msg-op

___________________
コマンドデフォルト EEMイベントは SNMP通知オブジェクト ID値に基づいてトリガーされません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(20)T

このコマンドが変更されました。次のキーワードと引数が追加され

ました。default、seconds、direction、incoming、outgoing、msg-op、
drop、および send。

15.0(1)M
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___________________
使用上のガイドライン SNMP通知イベントディテクタには、ルータが受信した SNMPトラップおよび SNMPインフォー

ムメッセージを代行受信する機能があります。SNMP通知イベントは、受信SNMPトラップまた
はSNMPインフォームメッセージが指定された値に一致するか、指定されたしきい値を超えたと
きに生成されます。

SNMPおよび SNMPサーバマネージャは SNMP通知イベントディテクタの使用前に設定され、
イネーブルにされている必要があります。

EEMイベントは、SNMP通知オブジェクト IDによって指定されたフィールドのいずれか 1つが
定義されたしきい値を超えたときにトリガーされます。複数の条件が存在する場合、すべての条

件が満たされたときに、SNMP通知イベントがトリガーされます。

OIDは、関連するMIB（CISCO-EMBEDDED-EVENT-MGR-MIB）内にタイプとして定義され、各
タイプはオブジェクト値を保持します。一部の OID型のモニタリングが可能です。 oidキーワー
ドを使用すると、OIDが次のいずれでもない場合にエラーメッセージが返されます。

• INTEGER_TYPE

• COUNTER_TYPE

• GAUGE_TYPE

• TIME_TICKS_TYPE

• COUNTER_64_TYPE

• OCTET_PRIM_TYPE

• OPAQUE_PRIM_TYPE

opキーワードが使用されている場合に一致が見つかると、イベントがトリガーされ、終了条件が
満たされるまでイベントモニタリングがディセーブルになります。

operator引数には、次のいずれかの値を指定できます。

• gt：より大きい。

• ge：以上。

• eq：等しい。

• ne：等しくない。

• lt：より小さい。

• le：以下。

___________________
例 次に、event snmp-notificationが設定される前に、snmp-server community public RWコマンド、お

よび snmp-server managerコマンドを設定する例を示します。

Router(config)# snmp-server community public RW
Router(config)# snmp-server manager
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次に、値が 10であるオブジェクト OID 1の宛先 IPアドレス 192.168.1.1でルータが SNMP通知を
受け取ったときに、EEMスクリプトを実行するように SNMP_Notificationという名前の EEMアプ
レットを登録する例を示します。

Router(config)# event manager applet SNMP_Notification
Router(config-applet)# event snmp-notification dest-ip-address 192.168.1.1 oid 1 op eq
oid-val 10
Router(config-applet)# action 1 policy eem_script

次に、OIDが 1.3.6.1.4.1.318.2.3.3で OID値が「UPS: Returned from battery backup power」の SNMP
トラップを代行受信し、メッセージをドロップして別のメッセージを送信する例を示します。

Router(config)# event manager applet SNMP_Notification
Router(config-applet)# event snmp-notification dest_ip_address 192.168.1.1 oid
1.3.6.1.4.1.318.2.3.3 op eq oid-value "UPS: Returned from battery backup power" direction
outgoing msg-op drop

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMにイベントアプレットを登録し、アプレッ
トコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

event manager applet
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event snmp-object
SNMPオブジェクトのサンプリングによって実行されるEmbeddedEventManager（EEM）アプレッ
トの簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）オブジェクトイベントを登録するには、アプレッ
トコンフィギュレーションモードで event snmp-objectコマンドを使用します。 SNMPオブジェ
クトイベント条件を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

event snmp-object oid oid-value type value sync {yes| no} skip {yes| no} istable {yes| no} [default seconds]
[maxrun maxruntime-number]

no event snmp-object

___________________
構文の説明 SNMPオブジェクト識別子（オブジェクト ID）

を指定します。

oid

SNMPドット付き表記でのデータエレメントの
オブジェクト ID値。 OIDは、関連するMIB
（CISCO-EMBEDDED-EVENT-MGR-MIB）内に
タイプとして定義され、各タイプはオブジェク

ト値を保持します。

oid-value
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オブジェクトのタイプを指定します。次の値が

有効です。

• counter：最小値が 0の 32ビットの数値。
最大値に到達すると、カウンタが 0にリ
セットされます。

• counter64：最小値が 0の 64ビットの数
値。最大値に到達すると、カウンタが 0
にリセットされます。

• gauge：最小値が 0の 32ビットの数値。
たとえば、gaugeオブジェクトタイプを使
用して、ルータ上のインターフェイスの速

度を測定できます。

• int：管理対象オブジェクトのコンテキス
ト内の番号が付けられたタイプを指定する

場合は、32ビットの数字が使用されます。
たとえば、ルータインターフェイスの動

作ステータスを 1に設定した場合はアッ
プ、2に設定した場合はダウンを示しま
す。

• ipv4：IPバージョン 4アドレス。

• octet：物理アドレスを表すために使用され
る、16進表記のオクテット文字列。

• oid：オブジェクト ID値。

• string：テキスト文字列を表すために使用
される、テキスト表記のオクテット文字

列。

• uint：10進数の値を表すために使用され
る、32ビット番号。

type value

SNMPおよびEEMポリシー実行を指定します。

• no：ポリシーと SNMPは非同期で実行さ
れます。

• yes：ポリシーを実行し、その結果により
SNMP要求を実行するかどうかが決まりま
す。

sync
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syncがnoに設定されている場合は必須で、sync
が yesの場合は使用できません。 CLIコマンド
の実行をスキップするかどうかを指定します。

• no：CLIコマンドを実行する必要がありま
す。

• yes：CLIコマンドを実行しません。

skip

（任意）OIDがSNMPテーブルかどうかを指定
します。

• yes：OIDは、SNMPテーブルです。

• no：IODは SNMPテーブルではありませ
ん。

istable

（任意）SNMPオブジェクトイベントディテ
クタがポリシーの終了を待つ時間。

default

（任意）秒数およびオプションのミリ秒数を

ssssssssss [.mmm]形式で表した数字。秒数の範
囲は 0～ 4294967295です。ミリ秒の範囲は 0
～ 999です。ミリ秒だけを使用する場合は、
0.mmmの形式でミリ秒を指定します。

seconds

（任意）アプレットの最大実行時間を指定しま

す。

maxrun

（任意）ssssssss[.mmm]形式で指定される秒数。
ssssssssは、0～31536000の秒数を表す整数で、
mmmは 0～ 999のミリ秒数を表す整数である
必要があります。デフォルト値は 20秒です。

maxruntime-number

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。15.0(1)M

このコマンドが変更されました。 counter64および oid値が type
キーワードに追加されました。

15.0(1)M1
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___________________
使用上のガイドライン event snmp-objectコマンドを使用して、SNMPオブジェクトをサンプリングすることで実行され

る EEMアプレットの SNMPオブジェクトイベントを登録します。

___________________
例 次に、 event snmp-objectコマンドの使用例を示します。

Router(config)# event manager applet test
Router(config-applet)# event snmp-object

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMアプレットがトリガーされたときに、syslog
にメッセージを書き込むアクションを指定しま

す。

action syslog

EEMにイベントアプレットを登録し、アプレッ
トコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

event manager applet
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event track
指定したオブジェクト番号のCisco IOSObject Trackingサブシステムレポートに基づいて起動され
る Embedded Event Manager（EEM）アプレットのイベント条件を指定するには、アプレットコン
フィギュレーションモードで event trackコマンドを使用します。レポートイベント条件を削除
するには、このコマンドの no形式を使用します。

event [ label ] [tag event-tag] track object-number [state {up| down| any}] [maxrun maxruntime-number]

no event [ label ] [tag event-tag] track object-number [state {up| down| any}] [maxrunmaxruntime-number]

___________________
構文の説明

（任意）triggerコマンドで使用できる event-tag
引数を使用してタグを指定し、アプレットの複

数のイベント文をサポートします。

tag

（任意）タグを識別するストリング。event-tag

（任意）一意な識別子（任意のストリングを指

定できます）。ストリングに空白が含まれる場

合は二重引用符で囲みます。

label

1から 500の範囲のトラッキング対象オブジェ
クトの番号。番号は、track stubコマンドを使
用して定義されます。

object-number

（任意）トラックされるオブジェクトの状態遷

移によってイベントが発生するよう、指定しま

す。

state

（任意）トラッキング対象オブジェクトがダウ

ン状態からアップ状態に移行したときにイベン

トが発生するよう、指定します。

up

（任意）トラッキング対象オブジェクトがアッ

プ状態からダウン状態に移行したときにイベン

トが発生するよう、指定します。

down

（任意）トラッキング対象オブジェクトが任意

の状態から任意の状態に移行したときにイベン

トが発生するよう、指定します。これはデフォ

ルトです。

any
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（任意）アプレットの最大実行時間を指定しま

す。 maxrunキーワードが指定されている場
合、maxruntime-number値を指定する必要があ
ります。maxrunキーワードが指定されていな
い場合、デフォルトのアプレットランタイムは

20秒です。

maxrun

（任意）ssssssss[.mmm]形式で指定される秒数。
ssssssssは、0～31536000の秒数を表す整数で、
mmmは 0～ 999のミリ秒数を表す整数である
必要があります。

maxruntime-number

___________________
コマンドデフォルト EEMイベント基準は指定されていません。

___________________
コマンドモード アプレットコンフィギュレーション（config-applet）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(2)T

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(31)SB3に統合されました。12.2(31)SB3

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(33)SRBに統合されました。12.2(33)SRB

tagおよび maxrunキーワードが、アプレット内の複数のイベント
文をサポートするために追加されました。

12.4(20)T

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(33)SXIに統合されました。12.2(33)SXI

___________________
使用上のガイドライン このコマンドに関連付けられた 2つのエントリ変数があります。

• _track_number：イベントがトリガーされる原因となるトラックされるオブジェクトの番号。

• _track_state：イベントがトリガーされたときのトラックされるオブジェクトの状態。有効な
値は「up」または「down」です。

このコマンドは、EEMを使用したオブジェクトのトラッキングを支援するために使用されます。
各トラッキング対象オブジェクトは、トラッキングコマンドラインインターフェイス（CLI）で
指定された一意の番号で識別されます。 EEMなどのクライアントプロセスは、この番号を使用
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して特定のオブジェクトをトラッキングします。トラッキングプロセスは定期的に、トラッキン

グ対象オブジェクトをポーリングし、値の変更を確認します。トラッキング対象オブジェクトの

変更は、すぐに、または指定された遅延後に、対象のクライアントプロセスに通知されます。オ

ブジェクトの値は、アップまたはダウンとして報告されます。

___________________
例 次に、トラッキング対象オブジェクトに基づいてイベント基準を指定する例を示します。

event manager applet track-ten
event track 10 state any
action 1.0 track set 10 state up
action 2.0 track read 10

___________________
関連コマンド

説明コマンド

EEMアプレットがトリガーされたときに、ト
ラッキング対象オブジェクトの状態を読み取る

アクションを指定します。

action track read

EEMアプレットがトリガーされたときに、ト
ラッキング対象オブジェクトの状態を設定する

アクションを指定します。

action track set

Embedded EventManagerにイベントアプレット
を登録し、アプレットコンフィギュレーション

モードを開始します。

event manager applet

トラッキング情報を表示します。show track

トラッキング対象のスタブオブジェクトを作成

します。

track stub
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